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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成20年10月16日(2008.10.16)

【公表番号】特表2008-512548(P2008-512548A)
【公表日】平成20年4月24日(2008.4.24)
【年通号数】公開・登録公報2008-016
【出願番号】特願2007-531234(P2007-531234)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  23/10     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  23/08     (2006.01)
   Ｂ６５Ｄ  65/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  23/10    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  23/08    　　　　
   Ｂ６５Ｄ  65/02    　　　Ｅ

【手続補正書】
【提出日】平成20年9月1日(2008.9.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）ポリプロピレンホモポリマー；ポリプロピレンおよびエチレンのランダムコポリ
マーまたはブロックコポリマー；およびポリプロピレン、エチレンおよび他の１種のオレ
フィンのランダムターポリマーまたはブロックターポリマーからなる群から選択される少
なくとも１種のポリプロピレンポリマーと、
　（ｂ）０．２～３重量％の少なくとも１種のＥ／Ｘ／Ｙコポリマー（ここで、Ｅはエチ
レンを含み、Ｘはビニルアセテートおよびアルキル（メタ）アクリル酸エステルからなる
群から選択されるモノマーであり、およびＹは、一酸化炭素；二酸化硫黄；アクリロニト
リル；無水マレイン酸；マレイン酸ジエステル；（メタ）アクリル酸、マレイン酸、マレ
イン酸モノエステル、イタコン酸、フマル酸、フマル酸モノエステル、およびそれらの塩
；グリシジルアクリレート、グリシジルメタクリレート、およびグリシジルビニルエーテ
ルからなる群から選択される１つまたは複数の追加のコモノマーであり；ここで、Ｘは、
前記Ｅ／Ｘ／Ｙコポリマーの０～５０重量％であり、Ｙは、前記Ｅ／Ｘ／Ｙコポリマーの
０～３５重量％であり、ここで、ＸおよびＹの重量％は、両方が０であることはできず、
およびＥが残量である）と
を含むかまたはこれらから製造される組成物を含むかまたは該組成物から製造される造形
物品。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０６】
表５．ＥＭＡ－２によるＰＰ変性物の溶融温度および凍結温度
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　次に、本発明の好ましい態様を示す。
1.　（ａ）ポリプロピレンホモポリマー；ポリプロピレンおよびエチレンのランダムコポ
リマーまたはブロックコポリマー；およびポリプロピレン、エチレンおよび他の１種のオ
レフィンのランダムターポリマーまたはブロックターポリマーからなる群から選択される
少なくとも１種のポリプロピレンポリマーと、
　（ｂ）０．２～３重量％の少なくとも１種のＥ／Ｘ／Ｙコポリマー（ここで、Ｅはエチ
レンを含み、Ｘはビニルアセテートおよびアルキル（メタ）アクリル酸エステルからなる
群から選択されるモノマーであり、およびＹは、一酸化炭素；二酸化硫黄；アクリロニト
リル；無水マレイン酸；マレイン酸ジエステル；（メタ）アクリル酸、マレイン酸、マレ
イン酸モノエステル、イタコン酸、フマル酸、フマル酸モノエステル、およびそれらの塩
；グリシジルアクリレート、グリシジルメタクリレート、およびグリシジルビニルエーテ
ルからなる群から選択される１つまたは複数の追加のコモノマーであり；ここで、Ｘは、
前記Ｅ／Ｘ／Ｙコポリマーの０～５０重量％であり、Ｙは、前記Ｅ／Ｘ／Ｙコポリマーの
０～３５重量％であり、ここで、ＸおよびＹの重量％は、両方が０であることはできず、
およびＥが残量である）と
を含むかまたはこれらから製造される組成物を含むかまたは該組成物から製造される造形
物品。
2.　組成物が、
　（ａ）少なくとも１種のポリプロピレンポリマーと、
　（ｂ）０．２～３重量％の少なくとも１種のエチレン／アルキルアクリレートコポリマ
ーと
を含むか、またはこれらから製造され、ここで、成分（ｂ）が好ましくは０．２～１．５
重量％の量で存在し、および前記アルキルアクリレートが、前記エチレン／アルキルアク
リレートコポリマー中に好ましくは約５～約４０重量％の範囲で存在する上記１に記載の
物品。
3.　前記アルキルアクリレートが、メチルアクリレート、エチルアクリレート、およびブ
チルアクリレート、またはこれらの２つ以上の組み合わせであり、および好ましくはメチ
ルアクリレートである上記１または２に記載の物品。
4.　成分（ｂ）が、０．２～０．５重量％、または０．２～１重量％、または１を超えて
０．５重量％以下の量で存在する上記１～３のいずれか一項に記載の物品。
5.　（ｃ）０．０１～４０重量％、または０．１～１５重量％の、充填剤、艶消剤、紫外
線安定剤、顔料および他の添加剤からなる群から選択される少なくとも１種の追加の成分
を追加で含む組成物を含むかまたは該組成物から製造される上記１～４のいずれか一項に
記載の物品。
6.　前記エチレン／アルキルアクリレートコポリマーが、管型反応器製エチレン／アルキ
ルアクリレートコポリマーを含む上記１～５のいずれか一項に記載の物品。
7.　熱成形によって製造される上記１～６のいずれか一項に記載の物品。
8.　射出成形、圧縮成形、吹込成形または異形押出し成形である、溶融押出し成形法によ
って調製される上記１～７のいずれか一項に記載の物品。
9.　成形キャップである上記１～８のいずれか一項に記載の物品。
10.　（ａ）少なくとも１種のポリプロピレンポリマーと、（ｂ）０．２～１重量％の少
なくとも１種のエチレン／アルキルアクリレートコポリマーであって、好ましくは管型反
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応器製エチレン／アルキルアクリレートコポリマーとを含む組成物から調製される上記１
～９のいずれか一項に記載の物品。
11.　異形押出し成形によって調製され、および好ましくは管材である上記１０に記載の
物品。
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